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０．ルールの発生 

・空間的近接性から生じる問題の調整：ex.なわばり、棲み分け（今西錦司） 

・ハート『法の概念』：一次的な法／二次的な法 

・汎人称的な法（原始）／人称的な法（前近代）／脱人称的な法（近代） 

 

１．地縁の前近代１：ムラ 

・ムラ＝語源「群れ」、イエを超える共同作業、イエを超える問題の調整… 

・ムラ／ノラ／ヤマの同心円構造（福田アジオ） 

・ムラの役割：環境整備（水利、共用地管理…）、治安維持（防火、警備…）、冠婚葬祭… 

・ムラの財産：区費、共有地、会所、祭礼用具、葬送施設… 

・ムラ組織の３類型：①同族結合、②講組結合、③年齢階梯制 

・ムラのルール：寄合、規約、制裁 

 

２．地縁の前近代２：マチ 

・市、港町、宿場町、門前町、城下町… 

・柳田国男「都鄙連続説」（1929『都市と農村』朝日新聞社） 

・高い人口密度／薄い生業上の関係 

 

３．ムラ・マチの近代／現在 

・ムラ／マチに浸透するクニ：小学校、青年団、町内会、在郷軍人会、婦人会… 

・ムラ／マチ的共同体の「崩壊」：都市化、スラム化、過疎化、限界集落、消滅自治体… 

・持続するムラ／マチ的共同体 

・社会的想像力の源泉としてムラ 
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